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(57)【要約】
　眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズに関連する仕上
げパラメータを提供するために、コンピュータ手段によ
って実行される方法であって、前記方法は、－第一識別
子（ＩＤ１）に関連する、眼鏡フレームに適合する眼鏡
用レンズのために、汎用的仕上げパラメータ（ＧＦＰ）
を提供するステップ（Ｓ１１）と、－前記第一識別子Ｉ
Ｄ１と、前記選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）に割り当
てられた第二識別子（ＩＤ２）の間の関連を示す、遠隔
端末からの要求（ＲＥＱ１）を受信するステップ（Ｓ１
２）と、－前記汎用的仕上げパラメータ（ＧＦＰ）を前
記選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）に対応する固有のパ
ラメータに関連付けることによって獲得される、前記選
択された仕上げ端末の固有仕上げパラメータ（ＳＦＰ）
を生成するステップ（Ｓ１３）と、－少なくとも前記第
一識別子（ＩＤ１）に関連する第二要求（ＲＥＱ２）を
受信するステップ（Ｓ１４）と、－前記選択された仕上
げ端末（ＣＦＥ）に前記固有仕上げパラメータ（ＳＦＰ
）を、前記第二要求（ＲＥＱ２）を開けて、送信するス
テップ（Ｓ１５）とを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズに関連する仕上げパラメータを提供するために、
コンピュータ手段によって実行される方法であって、
　－第一識別子（ＩＤ１）に関連する、眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズのために、
汎用的仕上げパラメータ（ＧＦＰ）を提供するステップ（Ｓ１１）と、
　－前記第一識別子ＩＤ１と、前記選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）に割り当てられた第
二識別子（ＩＤ２）の間の関連を示す、遠隔端末からの要求（ＲＥＱ１）を受信するステ
ップ（Ｓ１２）と、
　－前記汎用的仕上げパラメータ（ＧＦＰ）を前記選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）に対
応する固有のパラメータに関連付けることによって獲得される、前記選択された仕上げ端
末の固有仕上げパラメータ（ＳＦＰ）を生成するステップ（Ｓ１３）と、
　－少なくとも前記第一識別子（ＩＤ１）に関連する第二要求（ＲＥＱ２）を受信するス
テップ（Ｓ１４）と、
　－前記選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）に前記固有仕上げパラメータ（ＳＦＰ）を、前
記第二要求（ＲＥＱ２）を開けて、送信するステップ（Ｓ１５）と
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記遠隔端末は、遠隔コンピュータ端末又は前記選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）であ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第一要求（ＲＥＱ１）及び前記第二要求（ＲＥＱ２）は、同一であることを特徴と
する請求項１又は２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項４】
　前記固有仕上げパラメータは、前記選択された仕上げ端末の仕上げツールの位置データ
に基づいて、前記汎用的仕上げパラメータを適合することによって生成されることを特徴
とする請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　－少なくとも、前記選択された眼鏡フレームの形状と前記着用者の処方箋とを含む注文
（ＯＲＤ）を第一遠隔端末（ＰＣ１）から送信するステップ（Ｓ５１）と、
　－前記着用者の処方箋に適合し、かつ第一識別子（ＩＤ１）に関連する未仕上げの製造
眼鏡用レンズ（ＬＥＮ）を眼鏡用レンズ提供業者から受け取るステップ（Ｓ５２）と、
　－前記第一識別子（ＩＤ１）及び選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）に割り当てられた第
二識別子（ＩＤ２）の間の関連を示す要求（ＲＥＱ１）を、遠隔サーバ（ＳＥＲ）に送信
するステップ（Ｓ５３）と、
　－ステップ（Ｓ５２）において受け取られ、かつ前記選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）
に適合する前記未仕上げの製造眼鏡用レンズのための固有仕上げパラメータ（ＳＦＰ）を
、前記遠隔サーバ（ＳＥＲ）から受信するステップ（Ｓ５４）と
　を有することを特徴とする眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズを注文するための方法
　。
【請求項６】
　要求（ＲＥＱ１）に基づき、汎用的仕上げパラメータ（ＧＦＰ）及び選択された仕上げ
端末（ＣＦＥ）に基づく固有仕上げパラメータを生成可能な処理手段を有することを特徴
とする請求項１～４のいずれか１項に記載の方法を実行するためのコンピュータ手段。
【請求項７】
　・第一識別子（ＩＤ１）に対応する、前記眼鏡用レンズと前記眼鏡フレームとに関連す
る汎用的仕上げパラメータ（ＧＦＰ）と
　・前記第一識別子（ＩＤ１）に対応する、前記汎用的仕上げパラメータ（ＧＦＰ）と、
第二識別子（ＩＤ２）によって識別される選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）とに基づく固
有仕上げパラメータと
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　を保存するためのメモリ、及び
　・前記第一要求（ＲＥＱ１）に基づいて、前記第二識別子（ＩＤ２）によって識別され
る前記選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）に、前記汎用的仕上げパラメータ（ＣＦＰ）を適
合することによって、固有仕上げパラメータ（ＳＦＰ）を生成する処理と
　・前記第二要求（ＲＥＱ２）に基づいて、前記選択された仕上げ端末（ＣＦＥ）に前記
固有仕上げパラメータ（ＳＦＰ）を送信する処理と
　を処理可能な処理手段
　を有することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の方法を実行するための
サーバ。
【請求項８】
　請求項７に記載のサーバのプロセッサ・ユニットのメモリ内に、又は、前記サーバのプ
ロセッサ・ユニットの読取装置と連携可能なリムーバブル・メモリ媒体内に、保存可能な
、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法を実行するための命令を有することを特徴と
するソフトウェア製品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズに関連する仕上げパラメータを提供す
るための方法、コンピュータ・システム、及びそれのコンポーネントに関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、眼鏡をかける必要があり、かつ眼科医又は他の公認のアイケア専門家により処方
された処方箋を受け取る人は、将来の眼鏡フレームを選択するために眼鏡販売業者の店舗
に出向く。将来的に前記眼鏡をかける人は、いくつかの眼鏡フレームを試着し、試着した
フレームの中の１つを最終的に選択することができる。
【０００３】
　前記眼鏡販売業者は、前記着用者が選んだ眼鏡フレームについて測定を実行する。これ
らの測定は、前記レンズが、加工された（edged）状態、又は加工パラメータ（edging pa
rameters）と一緒に発送されるとき、前記レンズ注文を仕上げるために要求される。
【０００４】
　通常、前記要求された測定を実行した後、前記眼鏡販売業者は、レンズ提供業者に注文
を発送する。前記注文は、前記着用者の処方箋と、選択された眼鏡フレームの測定値とを
含む場合がある。前記注文の領収書に基づいて、レンズ提供業者は、眼鏡用レンズの設計
と、変更された注文に対応する眼鏡用レンズの製造パラメータとを決定することができる
。前記レンズ提供業者はまた、仕上げ済み眼鏡用レンズが前記選択された眼鏡フレームに
確実に適合するように、仕上げパラメータ（例えば、加工パラメータ）を決定することが
できる。
【０００５】
　通常、前記レンズ提供業者は、未仕上げの製造眼鏡用レンズ、及び前記所定の仕上げパ
ラメータを、直接的に前記眼鏡販売業者か、又は加工業者（edger）かのいずれかに提供
する。
【０００６】
　未仕上げの製造眼鏡用レンズの受領書と、前記所定の仕上げパラメータとに基づいて、
前記加工業者又は販売業者は、提供された仕上げパラメータを使うことによって、例えば
、仕上げ済み眼鏡用レンズを前記選択されたフレームに適合させるために前記未仕上げの
眼鏡用レンズを加工して、前記眼鏡用レンズを仕上げる。
【０００７】
　通常、前記加工業者、又は眼鏡販売業者は、前記仕上げ端末内に前記仕上げパラメータ
を手作業で入力する、及び／又は前記加工パラメータに基づき前記仕上げツールを手作業
で調整する。
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【０００８】
　その上、前記眼鏡販売業者が、前記仕上げステップを仕上げラボに実行させることを希
望する場合、前記眼鏡販売業者は、前記未仕上げ眼鏡用レンズ及び前記仕上げパラメータ
を前記仕上げラボに発送する。
【０００９】
　したがって、前記仕上げステップは、非常に時間を浪費し、かつ前記仕上げパラメータ
の転送、及び／又は前記仕上げツールの調整におけるミスという大きな危険性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上記状況の改善が目的である。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズに関連する仕上げパラメータを提供す
るために、コンピュータ手段によって実行される方法に関する。本発明に基づく方法は、
前記眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズのための汎用的仕上げパラメータを前記コンピ
ュータ手段に提供するステップを有し、前記汎用的仕上げパラメータは、第一識別子に関
連付けられており、かつ前記コンピュータ手段は、前記第一識別子を示す遠隔端末からの
要求に基づいて、前記遠隔端末に前記汎用的仕上げパラメータを送信するために構成され
る。
【００１２】
　好都合なことに、そのような方法は、前記第一識別子を単純に使用することによって、
遠隔端末（例えば、前記仕上げ端末又は加工端末）から前記仕上げパラメータに接続する
ことを可能にする。したがって、前記加工業者又は前記眼鏡販売業者は、手作業で前記仕
上げパラメータを入力する、及び／又は前記仕上げパラメータを転送する必要はない。
【００１３】
　単独で、又は組み合わせて考慮されうる更なる具体例によれば、：
　－前記第一識別子と選択された仕上げ端末へ割り当てられる第二識別子との間の関連を
示す要求に基づいて、前記コンピュータ手段は、前記選択された仕上げ端末に固有の固有
仕上げパラメータを生成するように構成される。前記固有仕上げパラメータは、前記選択
された仕上げ端末に対応する固有のパラメータと、前記汎用的仕上げパラメータを関連付
けることによって獲得される。
　－前記方法は更に、
　　・第一識別子に関連した汎用的仕上げパラメータをサーバのメモリ内に保存するステ
ップと、
　　・前記第一識別子と、選択された仕上げ端末に割り当てられた第二識別子とに関連し
た第一要求を、前記サーバに第一コンピュータ端末から送信するステップと、
　　・少なくとも前記第一識別子に関連した第二要求を、前記サーバに第二コンピュータ
端末から送信するステップと、
　　を有し、かつ、
　－前記サーバは、
　　・前記第一要求に基づき、前記第二識別子によって識別される、前記選択された仕上
げ端末に対応する固有のパラメータと前記汎用的仕上げパラメータを関連付けることによ
って、固有仕上げパラメータを生成するとともに、前記第一識別子に対応して前記サーバ
のメモリ内に前記固有仕上げパラメータを保存するとともに、
　　・前記第二要求に基づき、前記選択された仕上げ端末に前記固有仕上げパラメータを
送信する
　　ように構成されている。
　－前記第一及び第二コンピュータ端末は、同一である。
　－前記選択された仕上げ端末は、前記第一、及び／又は第二コンピュータ端末を含んで



(5) JP 2012-502307 A 2012.1.26

10

20

30

40

50

いる。
　－前記第一要求及び前記第二要求は、同一である。
　－前記固有仕上げパラメータは、前記選択された仕上げ端末の仕上げツールの位置デー
タに基づいて、前記汎用的仕上げパラメータを適用することによって生成される。
【００１４】
　本発明はまた、眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズを注文するための方法に関連する
。前記方法は、
　－前記眼鏡フレームの形状、及び前記着用者の処方箋を有する注文データを送信するス
テップと、
　－第一識別子に関連する前記着用者の処方箋に適合する製造眼鏡用レンズを受け取るス
テップと、
　－少なくとも前記第一識別子を示す要求に基づいて、前記眼鏡フレームに適合する前記
眼鏡用レンズのための仕上げパラメータを受信するステップと
　を有する。
【００１５】
　本発明は更に、要求に基づいて、汎用的仕上げパラメータと、選択された仕上げ端末と
に基づく固有の仕上げパラメータを生成可能な処理手段を有するコンピュータ手段に関連
する。
【００１６】
　本発明はまた、以下を具備するサーバに関連する。
　　・第一識別子に対応する、前記眼鏡用レンズと前記眼鏡フレームとに関連付けられた
汎用的仕上げパラメータと
　　・前記第一識別子に対応する、前記汎用的仕上げパラメータと第二識別子によって識
別される選択された仕上げ端末とに基づく固有仕上げパラメータと
　　を保存するためのメモリ、及び
　　・前記第一要求に基づいて、前記第二識別子によって識別された前記選択された仕上
げ端末に前記汎用的仕上げパラメータを適合することによって、固有仕上げパラメータを
生成する処理と
　　・前記第二要求に基づいて、前記選択された仕上げ端末に前記固有仕上げパラメータ
を送信する処理と
　　を処理可能な処理手段。
【００１７】
　本発明は更に、サーバのプロセッサ・ユニットのメモリ内に、又は前記サーバのプロセ
ッサ・ユニットの読取装置に連携可能なリムーバブル・メモリ媒体内に、保存可能なソフ
トウェア製品に関連する。前記ソフトウェア製品は、前記方法を実行するための命令を有
する。
【００１８】
　本発明はまた、本発明に基づく方法を実行するための手段を有するコンピュータ端末に
関連し、前記コンピュータ端末は、前記選択された仕上げパラメータの一部であってもよ
い。
【００１９】
　実際、本発明の他の特徴及び利点は、以降の詳細な明細書を読むとともに、添付図面を
参照することによって明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、本発明の第一実施形態に基づく方法のステップを示す図である。
【図２】図２は、本発明の実施形態に基づく方法を実行するためのシステムの実施形態を
概略的に示す図である。
【図３】図３は、本発明の第二実施形態に基づく方法のステップを示す図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態に基づく方法を実行するためのシステムの実施形態を
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概略的に示す図である。
【図５】図５は、本発明の実施形態に基づき、眼鏡用レンズを注文する方法の実施形態を
概略的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明の意味において、前記仕上げパラメータは、加工パラメータ、及び／又はドリリ
ング・パラメータ、及び／又はセンタリング・パラメータを有する。
【００２２】
　本発明の意味において、前記汎用的仕上げパラメータは、眼鏡用レンズ及び眼鏡フレー
ムに適合する仕上げパラメータに関連する。前記固有汎用的仕上げパラメータは、眼鏡用
レンズ、眼鏡フレーム、及び固有の仕上げ端末、例えば、仕上げ端末のタイプに適合する
仕上げパラメータに関連する。
【００２３】
　本発明の意味において、仕上げ端末は、加工端末、及び／又は、ドリリング端末、及び
／又はセンタリング端末を具備してもよい。
【００２４】
　図１を参照すると、本発明は、眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズに関連する仕上げ
パラメータを提供するために、コンピュータ手段によって実行される方法に関連する。
【００２５】
　本発明の実施形態によれば、前記方法は、
　－選択された眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズのために、第一識別子ＩＤ１に関連
する汎用的仕上げパラメータＧＦＰを、コンピュータ手段に提供するステップＳ１と
　－前記第一識別子ＩＤ１を示す遠隔端末（ＰＣ１又はＣＦＥ）から要求ＲＥＱ１を受信
するステップＳ２と
　－前記遠隔端末（ＰＣ１又はＣＦＥ）に汎用的仕上げパラメータＧＦＰを送信するステ
ップＳ３と
　を有する。
【００２６】
　本発明によれば、レンズ提供業者に眼鏡用レンズを注文した眼鏡販売業者は、第一識別
子ＩＤ１と一緒に未仕上げ眼鏡用レンズを受け取る。前記眼鏡販売業者は、自分自身で前
記眼鏡用レンズを仕上げると決定するか、又は仕上げラボに前記眼鏡用レンズを仕上げさ
せるかのどちらかが可能である。
【００２７】
　前記眼鏡販売業者は、前記眼鏡用レンズを自分自身で仕上げると決定した場合、彼は前
記眼鏡用レンズと一緒に受信した前記第一識別子ＩＤ１を表示するために、彼は自身のコ
ンピュータ又は仕上げ端末から、単に要求ＲＥＱ１を送信してもよい。
【００２８】
　本発明の方法によれば、前記眼鏡販売業者は、前記着用者によって選択された眼鏡フレ
ームに適合する眼鏡用レンズのために、前記汎用的仕上げパラメータを受信する。
【００２９】
　前記眼鏡販売業者は、自身が前記眼鏡用レンズ提供業者から受信した未仕上げ眼鏡用レ
ンズ、及び前記関連する第一識別子を仕上げラボに発送してもよい。前記仕上げラボは、
前記着用者によって選択された眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズに対応する汎用的仕
上げパラメータＧＦＰを、前記眼鏡用レンズ提供業者から受信するために、前記第一識別
子ＩＤ１と関連する要求ＲＥＱ１を送信してもよい。
【００３０】
　図２を参照すると、本発明に基づく方法は、図２に図示されているようなシステムによ
って実行されてもよい。図２に図示されているシステムは、遠隔のサーバＳＥＲに、ネッ
トワーク接続ＮＥＴ経由（例えば、インターネット経由）で接続された遠隔端末（例えば
、選択された仕上げ端末ＣＦＥ）を有してもよい。
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【００３１】
　前記選択された仕上げ端末ＣＦＥは、前記ネットワーク接続ＮＥＴ経由で遠隔サーバＳ
ＥＲに第一識別子ＩＤ１を示す第一要求ＲＥＱ１を送信可能な要求手段を有してもよい。
前記選択された仕上げ端末ＣＦＥはまた、前記第一識別子ＩＤ１によって識別される眼鏡
用レンズに関連する前記汎用的仕上げパラメータを遠隔サーバＳＥＲから受信可能な受信
手段を有する。
【００３２】
　その上さらに、前記仕上げパラメータ（例えば、前記加工パラメータ）は、前記加工業
者又は前記眼鏡販売業者によって使用された仕上げ端末のタイプに依存してもよい。した
がって、前記加工業者が前記汎用的加工パラメータを使用する場合、彼は、使用された仕
上げ端末に対し前記汎用的パラメータを調整する必要がある。そのような調整は、時間を
浪費し、かつミスの原因、又は精度がより低下する原因となる可能性がある。本発明は、
上記状況を改善する。
【００３３】
　図３を参照すると、本発明の実施形態によれば、眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズ
に関連する仕上げパラメータを提供するための方法は、
　－第一識別子ＩＤ１に関連する、眼鏡フレームに適合する眼鏡用レンズのための汎用的
仕上げパラメータＧＦＰを提供するステップＳ１１と；
　－前記第一識別子ＩＤ１と、選択された仕上げ端末ＣＦＥ（例えば、前記要求ＲＥＱ１
と一緒に送信された）に割り当てられた第二指示子ＩＤ２との間の関連を示す、遠隔端末
（例えば遠隔コンピュータ端末ＰＣ１、又は遠隔の選択された仕上げ端末ＣＦＥ）から、
要求ＲＥＱ１を受信するステップＳ１２と；
　－前記選択された仕上げ端末ＣＦＥに対応する固有のパラメータに前記汎用的仕上げパ
ラメータＧＦＰを関連付けることによって獲得される、前記選択された仕上げ端末の固有
仕上げパラメータＳＦＰを生成するステップＳ１３；
　－少なくとも前記第一識別子ＩＤ１に関連する第二要求ＲＥＱ２を受信するステップＳ
１４と；
　－前記第二要求ＲＥＱ２を開けて、前記選択された仕上げ端末ＣＦＥに前記固有仕上げ
パラメータＳＦＰを送信するステップＳ１５と
　を有してもよい。
【００３４】
　そのような実施形態に基づく方法は、前記眼鏡販売業者又は前記加工業者のいずれかに
よって選択された仕上げ端末に固有の固有仕上げパラメータＳＦＰを提供することを許可
する。好都合なことに、加工段階の正確性が向上する。
【００３５】
　図４を参照すると、本発明の実施形態に基づく方法を実行するためのシステムは、第一
コンピュータ端末ＰＣ１（例えば、前記眼鏡販売業者側における）を有してもよい。
【００３６】
　前記第一コンピュータ端末ＰＣ１は、選択された眼鏡フレームの測定値、及び着用者パ
ラメータ（例えば、前記着用者の処方箋）を受信するための手段を有してもよい。
【００３７】
　実施形態によると、前記第一コンピュータ端末ＰＣ１は、眼鏡用レンズ設計及び汎用的
仕上げパラメータＧＦＰを、前記着用者の処方箋と前記選択された眼鏡フレームとに基づ
いて決定可能な処理手段を有してもよい。
【００３８】
　本発明の別の実施形態によると、前記第一コンピュータ端末ＰＣ１は、眼鏡用レンズ設
計及び汎用的仕上げパラメータＧＦＰを前記着用者の処方箋と前記選択された眼鏡フレー
ムの測定値とに基づいて決定可能な処理手段に、ネットワーク接続（例えばインターネッ
ト又はローカル・エリア・ネットワーク）を経由して接続されてもよい。
【００３９】
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　前記眼鏡販売業者は、遠隔サーバＳＥＲに注文ＯＲＤを、前記第一遠隔コンピュータＰ
Ｃ１から送信してもよい。前記第一コンピュータ端末ＰＣ１は、第一ネットワーク接続Ｎ
ＥＴ１（例えばインターネット）を介して遠隔サーバＳＥＲに接続されてもよい。
【００４０】
　前記第一コンピュータ端末ＰＣ１から送信された注文ＯＲＤは、眼鏡用レンズ製造パラ
メータと汎用的仕上げパラメータを有してもよい。
【００４１】
　前記サーバＳＥＲは、以下を具備する：
　　・第一識別子ＩＤ１に対応する、眼鏡用レンズ及び眼鏡フレームと関連する汎用的仕
上げパラメータＧＦＰと、
　　・前記汎用的仕上げパラメータＧＦＰと、前記第一識別子ＩＤ１に対応する第二識別
子ＩＤ２によって識別される選択された仕上げ端末ＣＦＥとに基づく固有仕上げパラメー
タＳＦＰと
　　を保存するためのメモリ、及び
　　・前記第一及び第二識別子間の関係を示す第一要求ＲＥＱ１に基づいて、前記第二識
別子ＩＤ２で識別される前記選択された仕上げ端末に、前記汎用的仕上げパラメータを適
合することによって、固有仕上げパラメータＳＦＰを生成する処理と、
　　・第二要求ＲＥＱ２に基づいて、前記選択された仕上げ端末ＣＦＥに前記固有仕上げ
パラメータを送信する処理と
　　を処理可能な処理手段。
【００４２】
　図４に図示されたシステムは、第二ネットワークＮＥＴ２接続を経由して前記サーバＳ
ＥＲに接続された第二遠隔コンピュータ端末ＰＣ２を有してもよい。例えば、第二ネット
ワークＮＥＴ２は、前記第一ネットワークＮＥＴ１（例えばインターネット）と同一のネ
ットワークでもよい。前記第二遠隔コンピュータ端末ＰＣ２は、前記第二ネットワーク接
続ＮＥＴ２を経由して前記遠隔サーバＳＥＲに、第一識別子ＩＤ１と選択された仕上げ端
末ＣＦＥに割り当てられた第二識別子ＩＤ２との間の関連を示す第一要求ＲＥＱ１を送信
するための手段を有しても良い。
【００４３】
　前記第二コンピュータ端末ＰＣ２は、前記第二ネットワークＮＥＴ２接続を経由して前
記遠隔サーバＳＥＲから固有仕上げパラメータＳＦＰを受信するための手段を有すること
もできる。
【００４４】
　前記第二コンピュータ端末ＰＣ２は、前記選択された眼鏡フレームに適合する眼鏡用レ
ンズと、前記選択された仕上げ端末ＣＦＥとに関連する受信された固有仕上げパラメータ
ＳＦＰを、第三ネットワーク接続ＬＡＮ（例えばローカル・エリア・ネットワーク）を経
由して選択された仕上げ端末に送信するための手段を有してもよい。
【００４５】
　図５を参照すると、本発明の実施形態に基づく眼鏡用レンズを注文するための方法は、
　－少なくとも前記選択された眼鏡フレームの形状と前記着用者の処方箋とを含む注文を
第一遠隔端末ＰＣ１から送信するステップＳ５１と
　－前記着用者の処方箋に適合し、かつ第一識別子ＩＤ１に関連する未仕上げの製造眼鏡
用レンズＬＥＮを眼鏡用レンズ提供者から受け取るステップＳ５２と
　－前記第一識別子ＩＤ１と選択された仕上げ端末ＣＦＥに割り当てられた第二識別子Ｉ
Ｄ２との間の関連を示す要求ＲＥＱ１を遠隔サーバＳＥＲに送信するステップＳ５３と
　－ステップＳ５２内で受信され、かつ、前記選択された仕上げ端末ＣＦＥに適合する前
記未仕上げの製造眼鏡用レンズのために固有仕上げパラメータを前記遠隔サーバＳＥＲか
ら受信するステップＳ５４と
　を有してよい。
【００４６】
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　前記第一識別子ＩＤ１は、識別コード又は裸コードの形で、未仕上げの眼鏡用レンズに
提供されてよい。
【００４７】
　前記第二識別子ＩＤ２は、識別コード又は裸コードの形で、又は仕上げ端末のリスト形
式で提供されてよい。
【００４８】
　好都合なことに、特に前記固有仕上げパラメータＳＦＰを有することが可能なデータは
、前記レンズ提供業者によって、また：
　－前記提供されたフレーム上に仕上げ済みレンズを取り付けることをより容易にするた
めの、公認の眼鏡販売業者、又は任意の他の眼科専門家（又は、前記眼鏡販売業者又は眼
科専門家の臨時雇い人のような他の第三者）、及び／又は
　－前記フレーム上の前記仕上げ済みレンズの取り付け結果を知るために、又は前記フレ
ームに付随の適合したアクセサリ（例えば、前記フレームに取り付けられるために仕上げ
済みレンズに適合する長さのフレームねじ）を提供するためのフレーム提供業者
　によって接続されることが可能である。
【００４９】
　前記データへの接続は、前記データを有する電子メールによって、又はウェブサイト・
ページと正確な認証コードの入力を要求する認証手続とを介して、提供されることが可能
である。
【００５０】
　本発明の実施形態によれば、要求を送信するステップＳ５３は、前記選択された仕上げ
端末ＣＦＥから直接実行されてもよい。前記第二識別子は、前記要求が送信される選択さ
れた仕上げ端末ＣＦＥを識別してもよい。
【００５１】
　本発明は、一般的な発明概念の限定なく、実施形態の補助と一緒に上記に記載されてい
る。
【符号の説明】
【００５２】
ＧＦＰ　汎用的仕上げパラメータ
ＩＤ１　第一識別子
ＲＥＱ１　第一要求
ＲＥＱ２　第二要求
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